












About building of a University Student Food Support System 















































































































































10：00 10：30 10：50 11：50 12：20
下処理 袋詰め 加熱 配膳 後片付け
2班
（10人）
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1年生(90人） 2年生（70人） 3年生（64人） 4年生（59人）
(%)
図4　災害時ボランティアに参加したい理由（複数回答）
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災害時における大学生食支援体制の構築について
3―3―3．調理の試作
　講義の中で災害時の調理を検討するのは限度があるため，2年生の給食経営管理実習の
中で，毎回1班のみが災害時用食事の試作をした。同一メニューを100人分作るのは経験
しているため，食材が一定量集まらないことを想定した。そのため，4年生が指導者となり，
2年生が食材の組み合わせを考え作成した。食材は家庭の常備品から，野菜，乾物，缶詰，
調味料を選択した。これらは1日に1回でも温かい食事や普段食べなれた食事を提供する
という防災ポリシーに繋がっている。また，これら一連の作業は，学生がフレキシブルに
食材を組み合わせて料理をすることで，どんな食材でも工夫次第で活用できるという自信
に繋がると考えたからである。
　図4に示す災害時ボランティアの参加理由からも，将来，管理栄養士になる学生がこれ
らの経験を積むことで，いろいろな場面で臨機応変に活動できると考える。
4．まとめ
　本学では，毎年，災害訓練を実施している。しかし，当然ながら食材からの調理となら
ないため，食支援の意識づけは乏しい。そのため，管理栄養学科の学生として，災害時に
対応できる力を培うには，東日本被災地の栄養士からの意見を聞くことが大事と考え，ア
ンケート調査をした。そこで，ここから得られた貴重な意見をもとにマニュアルを作成し
た。
　しかし，被災地の現状を把握するには，すでに4年もたつことから，栄養士が異動して
おり，現状を把握することは想像以上に困難であった。
　今回は，管理栄養学科の学生が災害時食支援にどの程度関心をもつのか把握し，食支援
体制のルールと，ハイゼックス使用時の食材選び（調理）までしか行うことができなかっ
た。今後は，特別食への対応や地域住民にまで目を向けた新たな食支援方法を検討してい
く必要がある。さらに，上級生の力を得ずに，自ら進んで取り組むことができるよう，啓
蒙や訓練を進めていくことが重要である。
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